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電
話
帳
・
表
紙
の

「
デ
ザ
イ
ン
」

　
募
集
し
ま
す
　
　
電
々
公
社

デ
ザ
イ
ン
①
5
0
音
別
電
話
帳
／
便
利

で
、
身
近
な
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
と
し

て
②
職
業
別
電
話
帳
／
暮
し
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
と

も
に
明
る
く
、
親
し
み
が
あ
る
こ
と

応
寡
資
格
新
潟
県
内
在
住
者
。

規
格
な
ど
①
大
き
さ
（
タ
テ
ニ
十
九

．
七
㎝
H
ヨ
コ
ニ
十
一
㎝
）
②
用
具

自
由
③
写
真
及
び
風
景
画
は
除
く
．

応
募
作
品
二
つ
と
も
タ
テ
型
と
し
、

タ
イ
ト
ル
は
ヨ
コ
書
き
と
し
ま
す
．

　
タ
イ
ト
ル
・
公
社
名
・
公
社
マ
ー

ク
は
、
公
社
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

必
要
な
方
は
．
電
話
帳
係
」
ま
で
む

申
出
く
だ
さ
い
、
作
品
は
未
発
表
の

も
の
と
し
、
応
募
作
品
は
む
返
し
し

ま
せ
ん
，
作
者
の
、
，
・
襲
と
し
て
　
何

を
表
現
し
た
の
か
L
を
別
に
菩
き
添

え
て
く
だ
さ
い
　
作
品
の
版
権
は
公

社
に
帰
属
し
ま
す
、

締
切
り
昭
和
5
6
午
9
月
2
5
H
〔
当
日

消
印
有
効
）

広
募
（
問
合
せ
）
先
〒
3
8
0
長
野

市
大
字
南
長
野
一
．
．
．
．
し
の
症
信
越

電
気
通
信
局
営
業
部
、
電
話
帳
係

あ
て
，

賞
金
入
選
：
1
5
万
円
ハ
各
一
点
㌔

佳
作
：
2
万
円
〔
各
し
点
）
参
加
賞

：
応
募
者
全
員
に

入
選
発
表
昭
和
瀦
年
m
月
中
句
：
直

接
本
へ
に
通
知
し
ま
す

奥
さ
ま
防
災
博
士
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
損
害
保
険
協
会

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
消
防

自
動
車
の
寄
贈
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な

防
災
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
　
「
奥
さ
ま
防

災
博
士
」
を
こ
と
し
も
選
ぶ
こ
と
に

鯛鞠擦驚
　　　　　　　剰騰力
老き鰯2鋸㈱
　　纏；藪o～15葱㊤

麟薄発閥、澄租手、下
騰欝、遜張畢藥、難野、赤

愈．叢幽、棄醤1、墨蝦萢、

索羅、藤愈、下鰻瀧

な
り
ま
し
た

　
こ
れ
は
．
家
庭
で
一
番
火
を
使
う

機
会
の
多
い
奥
さ
ま
こ
そ
家
庭
の
防

火
管
理
昔
に
ふ
さ
わ
し
い
”
と
い
う

趣
旨
か
ら
毎
年
選
ん
で
き
た
も
の
で

こ
と
し
で
ト
回
め
に
な
り
ま
す
　
そ

し
て
、
奥
さ
ま
防
災
博
L
が
中
心
と

な
っ
て
、
そ
の
地
域
全
体
で
防
災
意

識
が
広
が
る
よ
う
協
会
で
は
積
極
的

に
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す

▽
募
集
期
限
　
昭
和
5
6
年
1
0
月
3
1
日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に

薬
草「

オ
ウ
レ
ン
」
栽
培
の

視
察
に
参
加
し
て

　
　
　
　
松
ロ
・
保
坂
武
雄

　
必
要
事
項
を
こ
記
入
の
L
、

　
に
お
送
り
く
だ
さ
い
、
　
〔
応
．
，
♪
月

　
紙
は
、
ハ
ガ
キ
で
協
会
に
こ
硝
求

　
く
だ
さ
い
、

▽
発
表
　
1
2
月
L
旬
、
本
人
に
直
接

　
通
知
が
あ
り
ま
す
、

▽
表
彰
伝
達
　
昭
和
5
7
年
－
月
器
日

　

一
．
r
膚
化
〉
襲
京
・
新
｛
栢
　
－
h
星
E
プ

　
ラ
ザ
ホ
テ
凸
で
、
行
い
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
請
求
・
応
募
先
　
〒
m
乎
代
田
区

　
神
田
淡
路
町
2
の
9
　
日
本
損
害

　
保
険
協
会
「
奥
さ
ま
防
災
博
士
」

　
の
係

▽
そ
の
他
　
こ
応
募
い
た
だ
い
た
方

　
の
中
か
ら
抽
選
で
、
蜘
名
の
方
に

　
「
ラ
ジ
オ
つ
き
ラ
イ
ト
」
が
プ
レ

　
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

募左▲
用記大
　　野
　　市

山
を
ぬ
い
谷
を
渡
り
て
急
坂
を

　
　
　
登
り
っ
く
し
て
オ
ウ
レ
ン
地
着

急
坂
を
登
り
標
高
し
百
の

　
　
　
山
面
を
う
め
て
オ
ウ
レ
ン
占
し

．
、
一
百
町
歩
の
山
を
開
き
て
オ
ウ
レ
ン
の

　
　
栽
培
広
く
、
、
億
円
越
ゆ

権
第
組
合
長
の
説
明
を

　
　
　
聞
き
つ
つ
ド
る
オ
ウ
レ
ン
の
山

木
も
れ
陽
と
通
風
L
壌
細
々
と

　
　
　
組
合
長
は
熱
心
に
説
く

山
を
聞
き
山
を
生
か
し
て
オ
ウ
レ
ン
の

　
　
苫
行
い
よ
い
よ
地
に
つ
き
て
広
し

自
然
林
の
木
陰
を
開
き
オ
ウ
レ
ン
の

　
　
敷
き
つ
め
て
占
し
既
に
花
散
る

何
の
へ
ん
て
つ
も
な
き
山
々
を

　
　
聞
き
て
占
き
オ
ウ
レ
ン
の
咲
く

　
　
（
福
井
）
で
栽
培
ホ
を
視
察

　
高
橋
　
敏
夫
（
天
水
島
・
土
原
）

△
轡
溜
却
電
●
元
院
）

△
・

1
　
　
新
婚
さ
ん

　
滝
沢
　
朋
・
士
（
猪
之
名
・
き
ぬ
や
）

△
薩
新
三
（
薗
腎
）
ー

　
村
山
　
修
↓
（
松
之
山
・
彦
八
）

△

…
　
　
…
－
ー

　
江
口
喜
志
子
（
曽
根
・
と
う
み
）

　
高
沢
　
　
眞
（
湯
本
・
下
駄
崖
）

樋
口
愛
由
嚢
（
田
麦
存

妻相南石高
1，7、し沢雲塚橋

久
保
田
有
庭
（
曽
根

高小村南鈴、占
橋目山雲木賀

　
　
　
　
ド
正
和
の
長
女
）

佳
代
へ
友
水
島
二
行
の
長
女
）

和
昭
〔
田
麦
疏
・
昭
の
．
長
男
）

　
健
（
西
之
前
・
英
春
の
長
男
）

　
堅
（
水
梨
・
成
一
の
長
男
）

良
太
へ
田
麦
疏
・
春
夫
の
長
男
）

　
　
　
　
・
薫
り
．
女
）

尚
美
〔
松
り
　
石
秋
の
．
、
女
）

春
美
（
ド
鰍
池
∴
治
り
、
女
）

智
チ
（
坂
中
・
敏
雄
の
。
．
．
女
〉

　
貢
【
松
之
山
・
．
花
昭
の
．
、
男
）

明
美
（
湯
山
・
　
一
成
の
．
．
女
4

美
幸
（
友
水
島
・
栄
蔵
の
二
女
）

喜
夫
（
丘
ト
チ
弔
・
政
司
の
二
男
〉

　
お
く
や
み

小
野
塚
信
忠
㈱
（
光
間

　
蔵
品
由
美
子
（
津
南
町
）

　
　
う
ぶ
声

滝
沢
　
尚
子
（
松
之
山
・
正
の
二
女
）

L
じ
川
ー
、

吐
巳
ー
～

占
川
－
、

涌
一
1

お
【

当
イ
ナ

小
口

山
岸

高
沢

植
木
シ
ゲ
ノ
8
5

和
久
井
卯
三
郎
伽

久
保
田
百
合
子
劉

小
野
塚
与
一
翻
（
湯
本

高関中村山渡
沢谷島山岸辺

　
　
　
　
　
　
・
大
ド
）

シ
ス
ση
（
松
口
・
水
上
）

ス
ギ
働
（
天
水
越
・
あ
め
や
）

政
信
⑳
（
三
桶
・
宮
ド
）

定
義
㈱
（
田
麦
立
・
滝
の
L
）

セ
ノ
㈹
（
藤
倉
・
新
宅
）

順
次
閣
（
湯
山
・
倉
）

マ
セ
伽
（
松
之
山
・
綿
屋
）

寅
占
㈲
（
湯
山
・
田
中
）

　
　
断
（
兎
口
・
植
木
屋
）

　
　
　
　
（
水
梨
・
前
田
）

　
　
　
ー
（
松
口
・
外
林
）

　
　
　
　
　
　
・
和
泉
屋
）

芳
雄
働
（
湯
山
・
元
院
）

キ
サ
㈱
（
新
山
・
向
山
）

ふ
く
圃
（
湯
本
・
上
土
橋
）

丑
三
㈹
（
水
梨
・
金
塚
）

進
一
㈲
（
黒
倉
・
中
屋
）

　
保
⑳
（
北
浦
田
・
隠
居
）

　難欝

雛 81／10第72号礁
辮

「
七
・
八
月
の
頃
が
一
番
ひ
ど
い
ん

で
す
。
ス
イ
カ
の
皮
が
多
く
て
。
こ

れ
を
燃
や
す
に
は
、
燃
料
が
倍
必
要

で
す
。
も
っ
と
、
水
を
切
っ
て
く
れ

る
と
有
難
い
ん
で
す
が
…
：
西

　
こ
れ
は
、
津
南
に
あ
る
ゴ
ミ
焼
却

場
で
聞
い
た
話
で
す
。
夏
は
乾
燥
し

て
い
る
か
ら
、
水
は
自
燃
に
切
れ
る

と
思
っ
た
ら
そ
う
で
な
く
、
こ
の
ス

イ
ヵ
の
皮
が
大
量
に
運
び
こ
ま
れ
て

い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
ほ
か
の
ゴ
ミ

ま
で
ぬ
れ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
昔
と
違
い
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
さ
え
お
け
ば
、
持
っ
て
行
っ

て
く
れ
る
「
便
利
な
時
代
」
・

　
し
か
し
、
昨
年
一
年
間
に
処
理
し

た
当
町
の
ゴ
ミ
は
五
百
二
十
一
ト
ン
で

こ
れ
に
対
す
る
町
の
負
担
金
は
、
六

百
六
十
三
万
円
（
ト
ン
当
り
一
万
二
千

七
百
二
十
六
円
）
で
、
燃
料
費
は
ト

ン
当
り
一
万
六
千
六
百
二
十
二
円
も

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

”
水
気
を
切
っ
て
か
ら
出
す
”
ほ
ん

の
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
町
の
経
費

が
大
き
く
違
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
召
し
上
っ
た
“
あ
な
た
”
に
是
非

ご
協
力
を
：
：
：
。

午前／布川センター（9：30～正午

午後／町役場……（13時～15時献血のおしらせ
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出稼ぎ先で粒会保険に加入すると

喩国保税魅は払わないです竈・…

当然のことですが￥今一度ご確認を

家族のために 社会保険に加入したら
「遠隔地保険証」

の交付を受けて

ください 二重加入しないための

け方　　に主
届出を14日以内に

てのそ社　’あ
早たし会扶な
目めて保養た 会社・工場などに就職するとそこで社会保

にに　’険家が
家　rあに族社

険（建康保険・全国土木建築国保・日雇建保）

族遠な加の会 に加入しなければならない場合があります。

の隔た入あ保
方地のする険

加入したら、町の国保に「資格喪失届」を

に被保る方に 14日以内に提出してください。

送保険こは加
つ険証と　’入
て者のにそさ
あ証ほなのれ
げL　かり人ま
てのにまたす 証明書を忘れずに
く交　’すち　と
だ付家　。も　’ 社会保険に加入することが、あらかじめ分
さを族　　一世
い受の　　諸帯 っている場合は、出発する前に職業担当の窓
o

口で「資格取得証明書」を受け取っていって

ください。

ケガをしたら 出稼ぎ先の会社・事務所などから①社会保

険加入年月日②被扶養者名など。

忘れずに… の証明を受け、直ちに役場・福祉係に送って

ください。

ません。もし、交通事故で なお、数人で同じ会社などへ就職される場

保険証で治療することがで 合は、リーダーの方が証明書をまとめて持参

されることもあります。　（リーダーの方に確

彼害届」を提出してください。 認してください）

加害者」にあります。治療

べきものです。

なかつたり、話し合いが延 保険証・印かん……窓口に
ろがケガは“待った。が効

役場へ証明書を提出されますと、あなたの

、立て替え払いをすること 家庭に連絡して家族の方から①国保の保険証

費を町が被害者に代わって ②印かんを係に届けていただきます。

これで手続きは終りです。

社
会
保
険
に

　
　
　
加
入
し
な
い
人
は

「
⑲
保
険
証
」
を
出
稼
ぎ
先
に

ご
持
参
く
だ
さ
い

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
が
な
い
人
や
加
入
し
な
い
人

は
、
そ
の
ま
ま
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
保
険
証
が
一
枚
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
も
家
族
の

方
も
不
便
で
す
。

　
そ
の
場
合
、
　
「
㊨
保
険
証
」
を
出
稼
ぎ
さ
れ
る
あ
な

た
に
交
付
し
ま
す
。
こ
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
①

保
険
証
②
印
か
ん
で
す
。
こ
れ
を
持
っ
て
役
場
・
福
祉

係
の
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

“交通事故“で

　　「被害届」を

　痛ましい交通事故が後を断ち

　「けが」をされた場合、国保の

　きます。

　その場合、直ちに町国保へ「被

　もともと交通事故の責任は「力

費は当然ながら加害者が負担す／

　しかし、加害者がすぐ支払え孝

びたりするのが普通です。とこ

きません。

　そこで、町国保がとりあえず

になります。あとで、その治療

加害者に請求いたします。
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地場産業振興センターに　　　　　　　　　寧鹸甥轟 　
十
日
町
に
昭
和
五
十
八
年
五
月
か

ら
オ
ー
プ
ン
す
る
「
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
を
次
の
要
領
で

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
要
件
／
親
し
み
の
あ
る
愛
称

で
あ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
（
中
野
勤
労
青
少
年
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
な
ど

▽
応
募
資
格
／
対
象
地
域
（
松
之
山

町
）
に
住
ん
で
い
る
方
。

親しみのある名前を募集
58年5月、十日町にオープンします。

▽
応
募
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に

一
点
（
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
）
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
し
め
き
り
／
1
0
月
31
日
出

▽
応
募
先
／
十
日
町
市
千
歳
町
3
の

3
十
日
町
市
役
所
内
「
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
」
事
務
局
あ
て

▽
賞
金
／
入
選
一
点
三
万
円
、
佳
作

二
点
（
一
点
に
つ
き
y
五
千
円
。

　
　
　
　
　
　
．
ン

　
亀

．
・
〆
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．
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技
能
検
定
で

　
　
力
だ
め
し
を

　
　
　
　
　
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
次

の
要
領
で
職
種
ご
と
の
技
能
検
定
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
検
定
は
、
技
能
者
の
自
己
啓

発
の
目
標
と
な
る
と
と
も
に
、
事
業

所
や
社
会
一
般
に
と
っ
て
そ
の
人
の

職
業
能
力
の
評
価
及
び
待
遇
の
指
標

と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家
検
定

で
す
。

　
試
験
は
、
職
種
ご
と
に
一
級
と
二

級
に
分
か
れ
、
実
技
と
学
科
の
両
試

験
を
こ
の
協
会
が
知
事
の
委
任
を
受

け
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
で
は
工
事
の
質
的
水
準

を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
「
建

築
工
事
共
通
仕
様
書
」
な
ど
に
”
技

能
士
”
の
項
を
新
し
く
設
け
、
指
定

す
る
工
事
作
業
に
は
そ
の
現
場
に
一

級
技
能
士
を
一
名
以
上
常
駐
を
義
務

づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
受
付
期
問
　
5
6
年
1
0
月
2
7
日
（
当

日
の
消
印
有
効
）

　
実
技
試
験
日
　
5
6
年
1
2
月
⑱
日
か

ら
5
7
年
2
月
2
8
日
ま
で
（
職
種
に
よ

地
場
産
業
振
異
セ
ン
タ
ー
完
成
予
想
図

り
指
定
日
が
あ
り
ま
す
）

　
学
科
試
験
　
5
7
年
1
月
1
7
日
、
同

24

日
・
同
31
日
（
職
種
に
よ
り
指
定

さ
れ
ま
す
）
※
試
験
問
題
の
公
表
日

は
n
月
3
0
日
で
す
。

　
合
格
発
表
　
5
7
年
3
月
1
9
日

　
申
請
手
続
き
返
信
用
切
手
百
七

十
円
を
同
封
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

な
お
、
封
筒
の
表
に
「
○
○
職
種
（
O

O
作
業
）
技
能
検
定
受
験
申
請
書
用

紙
請
求
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
請
求
及
び
間
合
わ
せ
先

新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
〒
9

5
1
新
潟
市
川
岸
町
1
の
4
8
の
8
ま

る
え
ビ
ル
3
F
台
31
の
2
1
5
5
）

年末融資のご相談は早目に
　　　　　　　　　　　　　　　　　国民金融公庫・町商工会

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
年
末

融
資
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
に
入
る
と
、
窓
口
が

混
雑
す
る
の
で
、
早
目
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
融
資
金
額
／
千
八
百
万
円
以

　
内

●
期
　
間
／
運
転
資
金
は
五
年
、

　
設
備
資
金
は
七
年

●
利
　
率
／
八
・
三
％

●
返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等

　
返
済

●
詳
し
く
は
／
町
商
工
会
費
2

　
1
7
4

　
こ
の
ほ
か
、
来
春
大
学
・
高

校
へ
進
学
さ
れ
る
方
の
資
金
も

融
資
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

協
か
銀
行
で
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

最低賃金

1日あたり

2896円に

10月12日から

　
新
潟
県
最
低
賃
金
が
、
十
月
十
二

日
か
ら
一
日
当
た
り
二
千
八
百
九
十

六
円
に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
パ
ー
ト
賃
金
は
一
時
金
当

た
り
三
百
六
十
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

職業訓練生を

募集しています

上越高等職業訓練校

　
上
越
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

に
よ
り
昭
和
五
十
七
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
入
校
資
格
／
中
卒
以
上
3
0
歳
未
満

▽
受
付
期
問
／
n
月
2
日
か
ら
1
6
日

▽
申
込
み
先
／
職
業
安
定
所

▽
募
集
人
員
・
訓
練
期
間
な
ど

　
①
機
械
科
：
：
：
：
2
0
名
　
1
年

　
②
木
工
科
：
：
：
：
1
0
名
　
1
年

③
建
築
科
：
：
：
：
2
0
名
　
1
年

▽
詳
し
く
は
／
訓
練
校
a
O
2
5
5

　
2
3
の
3
5
9
6
へ



ー
⑳
マ
N
l

II”1”1”“””””広報まつのやま　No721“”II”“川ll“”Illllll”II”III”Illl”II””llII“1””””””1“1”“Ill”lllll”””1““1“”III”1””1”1”ll”1”””1””1”lll”IlllII“”””【211111”””II”””II

出稼ぎ先で粒会保険に加入すると

喩国保税魅は払わないです竈・…

当然のことですが￥今一度ご確認を

家族のために 社会保険に加入したら
「遠隔地保険証」

の交付を受けて

ください 二重加入しないための

け方　　に主
届出を14日以内に

てのそ社　’あ
早たし会扶な
目めて保養た 会社・工場などに就職するとそこで社会保

にに　’険家が
家　rあに族社

険（建康保険・全国土木建築国保・日雇建保）

族遠な加の会 に加入しなければならない場合があります。

の隔た入あ保
方地のする険

加入したら、町の国保に「資格喪失届」を

に被保る方に 14日以内に提出してください。

送保険こは加
つ険証と　’入
て者のにそさ
あ証ほなのれ
げL　かり人ま
てのにまたす 証明書を忘れずに
く交　’すち　と
だ付家　。も　’ 社会保険に加入することが、あらかじめ分
さを族　　一世
い受の　　諸帯 っている場合は、出発する前に職業担当の窓
o

口で「資格取得証明書」を受け取っていって

ください。

ケガをしたら 出稼ぎ先の会社・事務所などから①社会保

険加入年月日②被扶養者名など。

忘れずに… の証明を受け、直ちに役場・福祉係に送って

ください。

ません。もし、交通事故で なお、数人で同じ会社などへ就職される場

保険証で治療することがで 合は、リーダーの方が証明書をまとめて持参

されることもあります。　（リーダーの方に確

彼害届」を提出してください。 認してください）

加害者」にあります。治療

べきものです。

なかつたり、話し合いが延 保険証・印かん……窓口に
ろがケガは“待った。が効

役場へ証明書を提出されますと、あなたの

、立て替え払いをすること 家庭に連絡して家族の方から①国保の保険証

費を町が被害者に代わって ②印かんを係に届けていただきます。

これで手続きは終りです。

社
会
保
険
に

　
　
　
加
入
し
な
い
人
は

「
⑲
保
険
証
」
を
出
稼
ぎ
先
に

ご
持
参
く
だ
さ
い

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
が
な
い
人
や
加
入
し
な
い
人

は
、
そ
の
ま
ま
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
保
険
証
が
一
枚
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
も
家
族
の

方
も
不
便
で
す
。

　
そ
の
場
合
、
　
「
㊨
保
険
証
」
を
出
稼
ぎ
さ
れ
る
あ
な

た
に
交
付
し
ま
す
。
こ
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
①

保
険
証
②
印
か
ん
で
す
。
こ
れ
を
持
っ
て
役
場
・
福
祉

係
の
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

“交通事故“で

　　「被害届」を

　痛ましい交通事故が後を断ち

　「けが」をされた場合、国保の

　きます。

　その場合、直ちに町国保へ「被

　もともと交通事故の責任は「力

費は当然ながら加害者が負担す／

　しかし、加害者がすぐ支払え孝

びたりするのが普通です。とこ

きません。

　そこで、町国保がとりあえず

になります。あとで、その治療

加害者に請求いたします。

ll”ll””1“1”【3】II”1”1”1””Illll”lllll”lll”””“”II“Ill川川”1””“ll川ll””1”1“”IIしll“1”Ill””ll“1”lmil”llllll“”1”川llIIlll“II”ilml”ll広報まつのやま　嵐72

地場産業振興センターに　　　　　　　　　寧鹸甥轟 　
十
日
町
に
昭
和
五
十
八
年
五
月
か

ら
オ
ー
プ
ン
す
る
「
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
を
次
の
要
領
で

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
要
件
／
親
し
み
の
あ
る
愛
称

で
あ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
（
中
野
勤
労
青
少
年
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
な
ど

▽
応
募
資
格
／
対
象
地
域
（
松
之
山

町
）
に
住
ん
で
い
る
方
。

親しみのある名前を募集
58年5月、十日町にオープンします。

▽
応
募
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に

一
点
（
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
）
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
し
め
き
り
／
1
0
月
31
日
出

▽
応
募
先
／
十
日
町
市
千
歳
町
3
の

3
十
日
町
市
役
所
内
「
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
」
事
務
局
あ
て

▽
賞
金
／
入
選
一
点
三
万
円
、
佳
作

二
点
（
一
点
に
つ
き
y
五
千
円
。
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技
能
検
定
で

　
　
力
だ
め
し
を

　
　
　
　
　
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
次

の
要
領
で
職
種
ご
と
の
技
能
検
定
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
検
定
は
、
技
能
者
の
自
己
啓

発
の
目
標
と
な
る
と
と
も
に
、
事
業

所
や
社
会
一
般
に
と
っ
て
そ
の
人
の

職
業
能
力
の
評
価
及
び
待
遇
の
指
標

と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家
検
定

で
す
。

　
試
験
は
、
職
種
ご
と
に
一
級
と
二

級
に
分
か
れ
、
実
技
と
学
科
の
両
試

験
を
こ
の
協
会
が
知
事
の
委
任
を
受

け
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
で
は
工
事
の
質
的
水
準

を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
「
建

築
工
事
共
通
仕
様
書
」
な
ど
に
”
技

能
士
”
の
項
を
新
し
く
設
け
、
指
定

す
る
工
事
作
業
に
は
そ
の
現
場
に
一

級
技
能
士
を
一
名
以
上
常
駐
を
義
務

づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
受
付
期
問
　
5
6
年
1
0
月
2
7
日
（
当

日
の
消
印
有
効
）

　
実
技
試
験
日
　
5
6
年
1
2
月
⑱
日
か

ら
5
7
年
2
月
2
8
日
ま
で
（
職
種
に
よ

地
場
産
業
振
異
セ
ン
タ
ー
完
成
予
想
図

り
指
定
日
が
あ
り
ま
す
）

　
学
科
試
験
　
5
7
年
1
月
1
7
日
、
同

24

日
・
同
31
日
（
職
種
に
よ
り
指
定

さ
れ
ま
す
）
※
試
験
問
題
の
公
表
日

は
n
月
3
0
日
で
す
。

　
合
格
発
表
　
5
7
年
3
月
1
9
日

　
申
請
手
続
き
返
信
用
切
手
百
七

十
円
を
同
封
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

な
お
、
封
筒
の
表
に
「
○
○
職
種
（
O

O
作
業
）
技
能
検
定
受
験
申
請
書
用

紙
請
求
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
請
求
及
び
間
合
わ
せ
先

新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
〒
9

5
1
新
潟
市
川
岸
町
1
の
4
8
の
8
ま

る
え
ビ
ル
3
F
台
31
の
2
1
5
5
）

年末融資のご相談は早目に
　　　　　　　　　　　　　　　　　国民金融公庫・町商工会

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
年
末

融
資
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
に
入
る
と
、
窓
口
が

混
雑
す
る
の
で
、
早
目
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
融
資
金
額
／
千
八
百
万
円
以

　
内

●
期
　
間
／
運
転
資
金
は
五
年
、

　
設
備
資
金
は
七
年

●
利
　
率
／
八
・
三
％

●
返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等

　
返
済

●
詳
し
く
は
／
町
商
工
会
費
2

　
1
7
4

　
こ
の
ほ
か
、
来
春
大
学
・
高

校
へ
進
学
さ
れ
る
方
の
資
金
も

融
資
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

協
か
銀
行
で
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

最低賃金

1日あたり

2896円に

10月12日から

　
新
潟
県
最
低
賃
金
が
、
十
月
十
二

日
か
ら
一
日
当
た
り
二
千
八
百
九
十

六
円
に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
パ
ー
ト
賃
金
は
一
時
金
当

た
り
三
百
六
十
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

職業訓練生を

募集しています

上越高等職業訓練校

　
上
越
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

に
よ
り
昭
和
五
十
七
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
入
校
資
格
／
中
卒
以
上
3
0
歳
未
満

▽
受
付
期
問
／
n
月
2
日
か
ら
1
6
日

▽
申
込
み
先
／
職
業
安
定
所

▽
募
集
人
員
・
訓
練
期
間
な
ど

　
①
機
械
科
：
：
：
：
2
0
名
　
1
年

　
②
木
工
科
：
：
：
：
1
0
名
　
1
年

③
建
築
科
：
：
：
：
2
0
名
　
1
年

▽
詳
し
く
は
／
訓
練
校
a
O
2
5
5

　
2
3
の
3
5
9
6
へ
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【4】夕ぐれ時の交通事故防止のため“ライト、の点灯をお願いします

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9時半～午後4時半（平日）

士曜日は正午まで

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

◎井護士相談臼：毎週水曜日午後1時～4時

杜団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通7番町1082興亜火災新潟支店ピル5階

　　　　　　　　　　　　　　　新潟調査事務所内

　　　　　魯0252－25－1851（直通）0252－25－2225

　　　　　　　　　　　　　　　　新堀通り本町角

　
　
を

の
金

赤い羽
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庫
の

　
　
　
　
お
申
込
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1
0
月
1
9
日
～
1
1
月
1
9
日

　
今
年
度
三
回
目
の
受
付
が
十
九
日

か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
公
庫
業
務

取
扱
店
で
あ
る
金
融
機
関
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
般
住
宅
建
設
資
金
は
、
当
町
の

場
合
四
百
十
万
円
と
割
増
し
や
加
算

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
利
率
は
年
五
・
五
％
で
す
。
こ
れ
に

併
せ
て
国
民
年
金
な
ど
の
被
保
険
者

住
宅
資
金
の
融
資
も
来
月
二
十
一
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

すお願㌧

　
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽

根
の
「
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
は
、
県
全
体
で
三
億

五
千
六
十
万
円
ほ
ど
、
町
全
体
で
八

十
四
万
七
千
三
百
一
円
の
募
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
し
ま
し
蔀

ロ東北電力■

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
八
月
か
ら
九
月
届
出

　
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合

い
精
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

手
で
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生
活
向

上
を
図
る
な
ど
の
福
祉
活
動
に
必
要

，
な
資
金
を
集
め
る
も
の
で
す
。

　
赤
い
羽
根
の
持
つ
意
味
は
、
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
し
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
表
し

た
も
の
で
す
。
古
く
は
、
ロ
ビ
ン
フ

ヅ
ド
も
”
正
義
と
勇
気
”
の
し
る
し

肥
と
し
て
帽
子
に
つ
け
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

磐
縁
翠
篶
艸
韓

篤
志
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援

金
」
と
合
わ
せ
、
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1覗．唇電

浦田と天水越で

とき／21日、9時～15時

くいき／黒倉、修業者、藤原

（NHKサテライト局も停電します）

　　　×　　　×　　　×　　　×　　　X

とき／22日、9時～13時

くいき／天水越、大厳寺原高原

　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

とき／28日、9時～15時

くいき／21日の停電区域を除く

浦田地区

高渡竹中樋村丸
橋辺内島口山山

お
く
や
み

　
ハ
ナ
働
（
曽
根
・
源
治
郎
）

　
サ
ト
㈹
（
湯
本
・
大
阪
屋
）

　
利
雄
㈱
（
湯
山
・
栄
屋
）

　
イ
セ
㈹
（
水
梨
・
三
益
屋
）

　
吉
蔵
㈹
（
湯
之
島
・
東
屋
）

庄
二
㈱
（
湯
山
・
重
屋
）

　
セ
イ
㈲
（
中
尾
・
林
）

福
原
　
キ
セ
㈹
（
小
谷
・
下
干
場
）

渡
辺
　
ミ
イ
㈱
（
東
山
・
坂
本
）

丸
山
　
利
雄
㈲
（
藤
倉
・
元
院
）

　
新
婚
さ
ん

う
ぶ
声

松
沢
　
隆
幸
（
湯
山
・
佳
長
の
長
男
）

村
山
　
卓
也
（
湯
本
・
忠
男
の
長
男
）

高
橋
奈
津
子
（
〃
　
・
明
夫
の
次
女
）

山
岸
　
幸
生
（
松
之
山
・
紀
夫
の
三
男
）

村
山
奈
津
子
（
坂
下
・
暁
の
次
女
）

小
野
塚
沙
織
（
東
川
・
和
栄
の
長
女
）

小
野
塚
澄
子
（
〃
　
・
勝
男
の
長
女
）

小
口
　
和
子
（
松
之
山
・
栄
の
長
女
）

吉
川
　
幸
子
（
湯
本
・
孝
の
長
女
）

小
野
塚
留
美
（
東
川
・
平
八
郎
の
長
女
）

志
賀
　
亜
矢
（
松
口
・
勝
栄
の
三
女
）

布
施
　
知
美
（
松
之
山
・
長
一
の
長
女
）

高
橋
　
沙
織
（
天
水
島
・
直
道
の
長
女
）

／

カ
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《励＿
　57年2月1日現在

　男2449人（△”2）

　女2591人（△75）

　計5040人（△187）

世帯数1386世帯（△38）

（　）内前年同日比

　　　　　　　スゲの甘い香りが、スーと鼻に飛び込んでくる一一一

「冬なんかちっとも困らない、この手ワルサをしていれば……」と

　　屈託なく笑う福原スイさん（小谷・平田）は、スゲガサを作り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始めてから44年たった。

　　　　　　　　　　親はオレに器用をくれるのを忘れたから骨折

　　　　　ったと言うが、針を運ぶ指先といい、スゲをさぱく手の

　　　　　　　　　　　動きからはとてもそのようには思えない。

　　一それは、ただ時の経過だけがそう思わせるのだろうか一
　10本ぱかりのスゲが縫われていく……。ひとみは指先にくぎ付け

　　　され、身じろぎもしない。毎年、80から90個は作るという。

　　　　　　　しかし、今年はスゲが不作で、思うようにはいかな

いそうだ。それでも早くから人に頼まれた数だけは何とか…・一。

　　　　　　　　今になっては、断わるのに一苦労するとこぽす。

一雨ガッバばやりの昨今、昔からスゲガサは目本人ならだれにで

　　　　　　　　　　　　　も良く似合うものの一つである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もうすぐ春…一…。
　　　　　あと少しで頼まれた数が終る、とキリッと結んだロ元に

　　　　　　　　　　　　　　　　なんとなく春の訪れを感じた。

3月23日（火）正午～17時まで、藤原を除く浦田全域停電のお知らせ


